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第３期中期目標期間（４年目終了時評価）に係る業務の実績に関する評価結果 
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 

 
１ 全体評価 
 
高エネルギー加速器研究機構（以下「機構」という。）は、我が国の加速器科学の国際拠

点として、「素粒子原子核研究所」及び「物質構造科学研究所」の２つの大学共同利用機関

並びに「加速器研究施設」及び「共通基盤研究施設」の２つの研究施設を設置し、運営する

とともに、日本原子力研究開発機構と共同でJ-PARCセンター（大強度陽子加速器施設）を設

置し、運営する法人である。高エネルギー加速器を用いて、物質を構成する素粒子や原子核、

それらに働く力の性質等を明らかにし、宇宙誕生の謎に迫る研究、生命体を含む物質の構造・

機能を解明する研究等を推進している。第３期中期目標期間においては、主要共同利用実験

（J-PARC、Bファクトリー及び放射光施設）を国内外の大学等と協力し着実に進め研究成果

を上げるとともに、これらを通じて、大学の研究・教育機能の強化に貢献するほか、産業界

との連携により社会に貢献するとともに各種広報活動を通して広く社会の支持を得ること

等を基本的な目標としている。 
中期目標期間の業務実績の状況及び主な特記事項については以下のとおりである。 

 
 
（教育研究等の質の向上） 
 Bファクトリー実験においては、SuperKEKB加速器の整備、Belle II測定器を構成する各種

検出器の組み込みと試験を終え、平成28年６月末までのPhase１ビーム調整運転、平成30年
３月からの Phase２ビーム衝突運転への移行とデータ収録の開始、ルミノシティ性能の改善

などを実施している。また、中性子・ミュオンを用いた実験においては、平成28年度から令

和元年度の共同利用課題の課題数は国際共同研究を含む635件と広く国内及び海外のコミュ

ニティにも利用されているほか、東京工業大学の研究グループによる全固体リチウムイオン

電池に関する研究が材料科学分野の論文で被引用回数の上位0.01%に位置するなど顕著な成

果も創出している。 
 

特筆 計画以上の進捗 順調 おおむね順調 遅れ 重大な改善

教育研究

研究 ○

共同利用・共同研究 ○

教育 ○

社会連携 ○

その他 ○

○

○

○

○

業務運営

財務内容

自己点検評価

その他業務
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（業務運営・財務内容等） 
機構の推進する研究プロジェクトに優先順位を定めたKEK-PIPを策定し、これに基づき、

大型加速器を用いた高エネルギー物理学開拓の戦略だけではなく、様々な加速器技術の産

業・医療応用のための調査研究や加速器要素技術開発から企業への技術指導・支援や事業化

への橋渡し、さらに人材育成を推進する加速器施設を整備している。 
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２ 項目別評価 
 
Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況                          
 
 
＜評価結果の概況＞ 

特筆 
計画以上
の進捗 

順調 
おおむね

順調 
遅れ 

重大な 
改善事項 

（Ⅰ）研究に関する目標 ○      

 
①研究水準及び研究の成果 ○      

②研究実施体制   ○    

（Ⅱ）共同利用・共同研究に関する目標  ○     

 ①共同利用・共同研究の内容・水準  ○     

 ②共同利用・共同研究の実施体制   ○    

（Ⅲ）教育に関する目標   ○    

 
①大学院等への教育協力   ○    

②人材育成   ○    

（Ⅳ）社会との連携及び社会貢献に関する目標  ○     

（Ⅴ）その他の目標   ○    

 
①グローバル化   ○    

②大学共同利用機関法人間の連携   ○    

 
 
（Ⅰ）研究に関する目標                              
 
１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある 
（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、１項目

が「特筆すべき進捗状況にある」、１項目が「順調に進んでいる」であり、

これらの結果に学部・研究科等の現況分析結果（研究）を加算・減算して

総合的に判断した。 
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２．各中期目標の達成状況 
 
1-1研究水準及び研究の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある 
（判断理由） 「研究水準及び研究の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）

２項目のうち、１項目が「特筆すべき実績を上げている」、１項目が「優

れた実績を上げている」であり、これらを総合的に判断した。 

 

1-1-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗し、特筆すべき実績を上げている 
（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結果、「Bファクトリー実験の推進」、「大強度陽

子加速器施設実験の推進」が優れた点として認められるなど「特筆すべき実

績」が認められる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ Bファクトリー実験の推進 

 Bファクトリー実験においては、SuperKEKB加速器の整備、Belle II測定器を構成する各

種検出器の組み込みと試験を終え、平成28年６月末までのPhase１ビーム調整運転、平成

30年３月からの Phase２ビーム衝突運転への移行とデータ収録の開始、ルミノシティ性

能の改善などを実施している。（中期計画1-1-1-1、1-1-1-3） 
○ 大強度陽子加速器施設実験の推進 

大強度陽子加速器施設（J-PARC）実験においては、３GeVリング（RCS）シンクロト

ロンから物質・生命科学実験施設（MLF）へは中性子生成用の新しい水銀標的への

500kWを超えるビーム照射運転の開始（平成30年度）とその安定的維持、主リング

（MR）シンクロトロンでは速いビーム取出しで約500kW、遅いビーム取出しで50kWを

超えるビーム強度の実現とその安定的維持を実現している。（中期計画1-1-1-1、1-1-1-3） 
○ 理論的研究の成果 

理論的研究においては、関連分野における被引用件数が上位 0.1%以内に入る「ミュオ

ン異常磁気能率における素粒子標準理論の精密決定と新物理探索」に代表される質の高

い論文を輩出している。（中期計画1-1-1-1） 
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（特色ある点） 
○ 短寿命核実験の推進 

短寿命核実験においては、短寿命の重元素同位体を実験室にて生成・捕集・分離する元

素選択型質量分離器を開発し、迅速かつ高能率に原子核質量の精密測定ができる装置を実

用化している。（中期計画 1-1-1-1） 
○ ATLAS実験の推進 

ATLAS 実験における ATLAS 検出器の高度化では、1 ㎠あたり 10 の 16 乗個以上の中性

子に相当する放射線被曝の環境下においても毎秒 20 億回の頻度で発生する陽子衝突事象

を漏らさず観測する放射線耐性を持つシリコン検出器の開発に成功している。（中期計画

1-1-1-1） 
○ 物質・材料科学分野における研究支援体制の整備 

物質・材料科学分野においては、加速器から発生する４種類の量子ビーム（放射光、中

性子、ミュオン、低速陽電子）の先端的及び協奏的利用を推進するとともに、クライオ電

子顕微鏡（クライオ電顕）を導入して研究支援体制を整え、創薬等先端技術支援基盤プラ

ットフォーム事業においてクライオ電顕を用いた支援を開始している。（中期計画 1-1-1-2） 
 
1-1-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗し、優れた実績を上げている 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結果、「先端的測定器の開発」が優れた点として

認められるなど「優れた実績」が認められる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ 次世代放射光源の開発 
 次世代放射光源としてのエネルギー回収型ライナック(ERL)に向けた開発研究として、

共振器型回折放射による広帯域テラヘルツ自由電子レーザーの開発研究、超伝導加速器

cERLで生成した放射性同位元素から放射性医薬品原材料（モリブデン99）の抽出等を実

施している。（中期計画1-1-2-1） 
○ 先端的測定器の開発 

先端的測定器に関する開発研究について、高エネルギー加速器実験等で発生する２次

粒子やX線・赤外線等の時間・位置・エネルギーを高精度で測定する検出器をSilicon-on-
Insulator（SOI）技術を用いて開発し、従来の検出器を凌駕する1μm以下の位置分解能を

実現している。（中期計画1-1-2-1） 
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（特色ある点） 
○ 国際リニアコライダーに関する研究の進展 

国際リニアコライダー（ILC）計画に関連した物理の研究を行い、60nmの極小ビーム

サイズの安定的実現を可能にするなどの成果を得ている。また、ILD測定器設計の最適化

を進め、特に実験室、測定器構造体や超伝導ソレノイド磁石等の施設整備に近い検討を

行っている。その結果に基づき、測定器の暫定設計書を令和２年２月に公表している。

（中期計画1-1-2-1） 
 

1-2研究実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「研究実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）３項目のう

ち、３項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断した。 

 
1-2-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
該当なし 

 
1-2-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ Bファクトリー実験の運営体制の再編 

Bファクトリー実験については、実験のホスト機関である素粒子原子核研究所の下に実

験遂行に必要な資源(共通経費、計算機資源)の分担を精査・決定する委員会 (精査は 
Belle II 実験資源分担計画精査小委員会、決定は Belle II 実験財政 監督委員会)を設置

し、同実験に参加する各国の財源機関との協議を通じて次年度に係る当該資源の分担計

画を協議・決定する枠組みを平成29年度に構築し、平成30年度から当該枠組みによる運

用を開始している。（中期計画1-2-2-1） 
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1-2-3（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ クロスアポイントメントの実施 

高エネルギー加速器研究機構は、国立大学法人等が単独で保有することが難しい大型

の加速器施設を設置・維持する機関であり、加速器及び関連分野における専門知識を有

する教員が多数在籍しており、クロスアポイントメントを平成28年度７件、平成29年度

８件、平成30年度12件、令和元年度15件実施している。（中期計画1-2-3-2） 
 

（Ⅱ）共同利用・共同研究に関する目標                             

 
１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 
（判断理由） 「共同利用・共同研究に関する目標」に係る中期目標（中項目）２項目

のうち、１項目が「計画以上の進捗状況にある」、１項目が「順調に進んで

いる」であり、これらを総合的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 
 
2-1共同利用・共同研究の内容・水準に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 
（判断理由） 「共同利用・共同研究の内容・水準に関する目標」に係る中期目標（小

項目）が１項目であり、当該小項目が「優れた実績を上げている」である

ことから、これらを総合的に判断した。 

 

2-1-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗し、優れた実績を上げている 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結果、「中性子、ミュオンを用いた共同利用実験」

が優れた点として認められるなど「優れた実績」が認められる。 
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＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ 中性子、ミュオンを用いた共同利用実験 

中性子、ミュオンを用いた実験について、東京工業大学の研究グループによる全固体

リチウムイオン電池に関する研究が、材料科学分野の論文で被引用回数の上位0.01%に位

置している。また、平成28年度から令和元年度の共同利用課題の課題数は635件、共同利

用の成果として登録された論文は368報となっている。（中期計画2-1-1-1） 
○ 放射光を用いた共同利用実験 

放射光を用いた共同利用実験について、蛋白質や細胞内小器官の分解を担うオートファ

ジー関連因子の Atg2 の構造解析に成功している。また、平成 28 年の大隅良典博士のノー

ベル賞受賞対象となったオートファジー関連蛋白質の多くは、大隅博士との共同研究によ

り放射光加速器（PF）を利用して構造解析されている（中期計画 2-1-1-1） 
 

（特色ある点） 

○ 長期にわたる共同利用実験への貢献 

B ファクトリーでの共同利用実験、J-PARC におけるニュートリノ実験施設とハドロン

実験施設における共同利用実験には、国内外の研究者が実験提案の段階から参画し、測定

器の建設を分担するなど長期にわたり貢献している。その例として、ハドロン実験施設の

共同利用者(730 名)の半数が国外の研究機関に所属し、実験のためにこれまで投入された

外部研究資金の 16%は国外の研究者が獲得している。（中期計画 2-1-1-1） 
 

2-2共同利用・共同研究の実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「共同利用・共同研究の実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小

項目）が１項目であり、当該小項目が「進捗している」であることから、

これらを総合的に判断した。 

 

2-2-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
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＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ 共同利用課題の公正な審査 

共同利用の課題採択を行う課題審査委員会では、国内外からの外部委員により、公正

な審査が実施され、多様な実験研究が採択されている。これによる適切なビームタイム

の配分によって、T2KにおけるCP対称性の破れの兆候発見、超原子核における荷電非対

称性の発見など、多様な研究成果に繋げている。（中期計画2-2-1-3） 
 
（Ⅲ）教育に関する目標                              
 
１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、２項目

が「順調に進んでいる」であり、これらを総合的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 
3-1大学院等への教育協力に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「大学院等への教育協力に関する目標」に係る中期目標（小項目）２項

目のうち、２項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断し

た。 

 

3-1-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ 新型コロナウイルス感染症下の教育 

新型コロナウイルス感染症の対応として、物質構造科学研究所では大学院の学生向けに

少人数教育を行っている。指導教員とオンラインで頻繁に連絡を行い、ネットワーク機器

の貸出も行っている。場合によっては、板書に近いソフトを使いながら、対面に近づける

ほか、学生には精神面のケアも行っている。 
素粒子原子核研究所では、物質構造科学研究所と同様に少人数でオンラインの講義を実

施しており、対面授業も実施している。 
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3-1-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ 連携大学院制度による教育 

高エネルギー加速器研究機構と８大学 11 研究科との大学院が協定を締結した上で、連

携・ 協力して学生の指導を行う連携大学院制度により、高エネルギー加速器研究機構の

施設・設備を活用した教育を実施しており、令和元年度の実績は、修士課程 13 名、博士

課程９名となっている。（中期計画 3-1-2-1） 

 
3-2人材育成に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「人材育成に関する目標」に係る中期目標（小項目）２項目のうち、２

項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断した。 

 

3-2-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ 東南アジアでの国際スクールの開催 

東南アジア素粒子物理学スクールの第５回を平成29年度にクアラルンプール（マレー

シア）で行い、第６回を令和元年度にバンコク（タイ）で行っている。スクールの卒業

生には、その後に総合研究大学院大学に進学している者もおり、卒業後に博士研究員や

研究者となっている者もいる。（中期計画3-2-1-1） 
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○ 素粒子・物理学分野の人材育成 
毎年８月に実施している大学学部生と高等専門学校（高専）専攻科学生を主な対象と

した素粒子・原子核スクール「サマーチャレンジ」の参加者は、通算で1,000名を超えて

おり、卒業生の連携も見られている。また、女性参加者の比率が約３割以上あり女性に

開かれたスクールとなっている。さらに、平均70%以上と高い水準で大学院へ進学してい

る。(中期計画3-2-1-2) 

 

3-2-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
該当なし 

 
（Ⅳ）社会との連携及び社会貢献に関する目標                               

 
１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 
（判断理由） 「社会との連携及び社会貢献に関する目標」に係る中期目標（小項目）

２項目のうち、１項目が「優れた実績を上げている」、１項目が「進捗して

いる」であり、これらを総合的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 
 

4-1-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗し、優れた実績を上げている 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結果、「研究活動・成果の社会発信」が特色ある

点として認められるなど「優れた実績」が認められる。 
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＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ 研究活動・成果の社会発信 

高エネルギー加速器研究機構の研究活動をより広く社会に伝え、科学の一般への理解

を広めるため、一般公開を企画・実施している。また、つくば駅前の交流施設におい

て、情報発信と市民との意見交換を行うための「KEKサイエンスカフェ」の実施や、音楽

を通して研究活動を伝えるための「科学と音楽の響宴」や「KEKコンサ－ト」を開催して

いる。（中期計画4-1-1-3） 

 
○ 新型コロナウイルス感染症に係る社会貢献 

地元の臨時休校対応企画への協力やウェブサイト「休校中のこどもたちにぜひ見てほし

い！ 科学技術の面白デジタルコンテンツ」等を通じた情報発信を行っている。また、「大

学加速器連携ネットワークによる人材育成等プログラム」（IINAS）における機構内施設の

360度動画の作成を行っている。（中期計画4-1-1-2） 

 

4-1-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（特色ある点） 
○ 超伝導加速器利用促進化推進棟を拠点とした連携 

超伝導加速器利用促進化推進棟（COI棟）を拠点とした産業界や大学等との連携を推進

する具体的な形として、産学の共同事業で実施する応用超伝導加速器コンソーシアム、ク

ライオ電子顕微鏡(CryoEM)コンソーシアムの活動を開始している。これらコンソーシアム

の規約には、知的財産の創出、管理が明記されており、今後のオープンイノベーションに

向けた体制を整備している。（中期計画4-1-2-2） 
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（Ⅴ）その他に関する目標                                
 
１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「その他の目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、２項目が

「順調に進んでいる」であり、これらを総合的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 
 
5-1グローバル化に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「グローバル化に関する目標」に係る中期目標（小項目）２項目のう

ち、２項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断した。 

 

5-1-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
該当なし 

 
5-1-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
該当なし 
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5-2大学共同利用機関法人間の連携に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 
（判断理由） 「大学共同利用機関法人間の連携に関する目標」に係る中期目標（小項

目）が１項目であり、当該小項目が「進捗している」であることから、こ

れらを総合的に判断した。 

 

5-2-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 

 
＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ 異分野融合・新分野創出支援事業の実施 
 「異分野融合・新分野創出支援事業」を、各機構から事業費を拠出して平成29年度よ

り開始している。その中でも、人間文化研究機構の国立歴史民俗博物館と高エネルギー

加速器研究機構の物質構造科学研究所による「負ミュオンによる歴史資料の非破壊内部

元素組成分析」プロジェクトでは、負ミュオンビームを利用した新たな非破壊研究手法

を開発している。（中期計画5-2-1-1） 
 
（特色ある点） 
○ ４大学共同利用機関法人の連携強化 

４機構間の連携を示す I-URIC（Inter-University Research Institute Corporations：大学共同

利用機関法人）を冠した、社会の状況に応える知識習得のための合同研修や、分野横断的

な共同シンポジウム、また、異分野融合・新分野創成事業として予め設定したテーマにつ

いて合宿形式で議論する「I-URIC フロンティアコロキウム」や「ROIS/I-URIC 若手研究者

クロストーク」等を定着させるなど、異分野融合を構想する機会を設け、連合体設立に向

けた更なる連携促進に取り組んでいる。（中期計画 5-2-1-1） 
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Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況                          
 
＜評価結果の概況＞ 特 筆 

計画以上
の進捗 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化  ○     

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 

（理由） 中期計画の記載の15事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中

期計画を十分に実施している」と認められるとともに、一定以上の優れた点があ

ること等を総合的に勘案したことによる。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（法人による自己評価と評価委員会の評価が異なる事項） 

中期計画【42】については、機構が取り組むべき研究の指針としてのKEKロードマッ

プを改定するなど、「中期計画を十分に実施している」と認められるが、当該計画を上

回って実施しているとまでは認められないと判断した。 

 
＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ KEK-PIP策定による迅速かつ戦略的な機構運営の実現 

機構の推進する研究プロジェクトに関し、研究成果を最大限に発揮することを目的に優

先順位を定めた KEK-PIP を、常設会議として設置した国際諮問委員会での議論を経て策

定している。これに基づき、大型加速器を用いた高エネルギー物理学開拓の戦略だけでは

なく、様々な加速器技術の産業・医療応用のための調査研究や加速器要素技術開発から企

業への技術指導・支援や事業化への橋渡し、さらに人材育成を推進する加速器施設を整備

している。 
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○ 機構長裁量経費の重点配分によるJ-PARC運転時間の確保 

J-PARC による実験研究に機構長裁量経費を重点的に配分し、J-PARC 加速器の MR（メ

インリング）の運転経費として 504 時間分を積み増したことにより、加速器の調整運転に

も効果的な時間配分が可能となりビームロスの低減に成功し、平成 29 年度末時点で過去

最高のビーム強度である 480kW を達成している。また、ニュートリノ実験（T2K）での反

ニュートリノビームデータを着実に蓄積することが可能となり、平成 29 年度中に取得し

た実験データの３割を積み増す結果を出している。 
○ 研究所を主体とした国際的なプロジェクトの効率的な運営 

B ファクトリー実験において大量のデータの収集・解析が開始することを受けて、国際

的に公正な分担を行う枠組みを構築し、関係機関との覚書の締結を主導して行うとともに、

ホストである素粒子原子核研究所の下に、国際的に適切な分担交渉を行うための委員会等

を設置している。このことから、計算機資源の分担を精査し、共通経費の一部を用いて大

量なデータの処理を担う研究員３名の雇用を決定し、国際コラボレーションとの適切な人

件費分担が図れ、より円滑かつ効率的なプロジェクトの運営を可能としている。 
 

 

（２）財務内容の改善に関する目標                         
①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載の8事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中

期計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 

 
＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ 独自のESCO事業による電気料金の削減 

平成 30 年度、一般的な ESCO 事業を基本としつつ独自に考案した ESCO 事業の契約を

締結し、老朽化設備の更新に伴う省エネ化の工事を完了し事業の運用を開始したところ、

開始２か月間で約 3,709 千円の電気料金を削減している。さらに、本事業開始当初は年間

約 20,000 千円の電気料金削減を想定していたところ、機器の運転効率がより高い効果を

得られ、令和元年度の実績で当初想定の約 1.7 倍 34,600 千円の電気料金を削減している。 
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（改善すべき点） 
○ 共同研究収入の減少 

研究開発法人との大型の共同研究が終了したことが主な要因ではあるものの、機構全体

として共同研究収入が減少している。今後の経済社会情勢を踏まえつつ、関係機関等との

共同研究収入の増加に向けた取組を検討することが望まれる。 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載の4事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中

期計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 

 

＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ 動画配信を活用した研究活動の情報発信強化 

Bファクトリー国際プロジェクトの理解増進に向けて、素粒子原子核研究所と広報室が

連携し、「niconico」の協力を得て、トライアルで始めた「ロ－ルイン作業」の動画配信が

好評であったため、本格稼働を開始したSuperKEKBの電子と陽電子の初衝突を生放送した

ところ、トライアル時と比較して、視聴：36,033名→466,217名（約13倍）、コメント数：

13,470件→129,532件（約10倍）と予想以上の反響があり、国民の広い関心と興味を惹きつ

けている。 
 
（４）その他業務運営に関する重要目標                       

①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載の10事項全てが「中期計画を十分に実施している」と認められ

ること等を総合的に勘案したことによる。 

 

＜特記すべき点＞ 
（優れた点） 
○ 高効率機器の積極的な導入 

地球温暖化対策の一環として、職員に対して環境負荷低減に効果が期待される工事（エ

コアイデア）を公募する等の工夫を取り入れ、高効率機器の導入を積極的に行っている。

また、省エネパトロールの実施や主な建物の毎月の使用電力量の掲示についても継続的に

行っている。 


